
項目 問 令和3年度　調査項目（案） 国共通 H30年度からの変更点
1 全 あて名の子どもの生年月 〇 回答欄を和暦から西暦に変更
2 全 あて名の子どもの学校の種類 〇
3 全あて名の子どもの学年
4 全 子どもの人数と末子の年齢 〇 回答欄を和暦から西暦に変更
5 全 居住している町丁目 〇
6 1 全 両親・祖父母の同居
6 2 全 祖父母の近居
7 全 子育てを主に行っている人 〇 選択肢の順序を変更

8 1 全
日常的に祖父母等の親族、友人・知人
に子どもを預かってもらえる状況

〇

8 2 全
緊急時に祖父母等の親族、友人・知人
に子どもを預かってもらえる状況

〇

B 父親の
就労状
況

9 1 全

父親の就労状況
　・就労時間/週、テレワーク日数
　・家を出る時間・帰宅時間、テレ
ワークの場合の就労時間

〇

①フルタイムとパートタイムでの質問項目をや
め、就労者については、１週間の就労日数と就
労時間を問う質問に変更
②テレワークを含む在宅勤務の実態を把握
③通勤者の通勤実態の把握のための質問を追加
④在宅勤務者の就労時間の質問を追加

9 2

（父親が「就労している」「就労してい
るが、産休・育休・介護休業中であ
る」と回答した人）
父親の転職・退職・雇用形態等変更の
意向

①前回は、パートタイムで働く母親にしかフル
タイムの就労意向を聞いていなかったが、今回
から、父母、就労形態問わず意向を確認
②転職や退職に加え、雇用形態等の変更の意向
があるかも追加で確認
③「希望はあるが実現の見込みはない」の選択
肢を削除

9 3

（父親が「以前は仕事をしていたが、
現在は仕事をしていない」「これまで
に仕事をしたことがない」と回答した
人）
就労希望
　・１年より先に就労希望の人は、就
労時の子どもの年齢
　・すぐ、１年以内に就労希望の人
は、希望する就労形態

〇

①前回は、母親にしか聞いていなかったが、今
回から、父親にも意向を確認
②選択肢３「すぐにでも、もしくは１年以内に
就労したい」人に聞いていた、希望の就労形態
（フルタイムかパートタイムか）の質問は削除

9 4

（父親が「以前は仕事をしていたが、
現在は仕事をしていない」「これまで
に仕事をしたことがない」と回答し、
「今後、就労意向がある」と回答した
人）
就労を希望する理由

前回は、母親にしか聞いていなかったが、今回
から、父親にも意向を確認

H30ニーズ調査票からの変更点（就学児童）

A 子ども
と家族
の状況

①選択肢の細分化
②同居と近居の質問を分割

日常的と緊急時の質問を分割

資料３－⑤
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項目 問 令和3年度　調査項目（案） 国共通 H30年度からの変更点

9 5

（父親が「以前は仕事をしていたが、
現在は仕事をしていない」「これまで
に仕事をしたことがない」と回答し、
「今後、就労意向がある」と回答した
人）
就労希望があっても、現在働いていな
い理由

①前回は、母親にしか聞いていなかったが、今
回から、父親にも意向を確認
②選択肢の追加「６．自分の健康上の問題で働
けないため」、「８．家族や親族の介護や手伝
いが必要なため」

9 6 全
小学校入学前後1年間の父親の離職の経
験

前回は、母親にしか聞いていなかったが、今回
から、父親にも意向を確認

9 7
（小学校入学前後1年間に「仕事をやめ
た」と回答した人）
仕事をやめた理由

前回は、母親にしか聞いていなかったが、今回
から、父親にも意向を確認

C 母親の
就労状
況

10 1 全

母親の就労状況
　・就労時間/週、テレワーク日数
　・家を出る時間・帰宅時間、テレ
ワークの場合の就労時間

〇

①フルタイムとパートタイムでの質問項目をや
め、就労者については、１週間の就労日数と就
労時間を問う質問に変更。
②テレワークを含む在宅勤務の実態を把握
③通勤者の通勤実態の把握のための質問を追
加。
④在宅勤務者の就労時間の質問を追加。

10 2

（母親が「就労している」「就労してい
るが、産休・育休・介護休業中であ
る」と回答した人）
母親の転職・退職・雇用形態等変更の
意向

①前回は、パートタイムで働く母親にしかフル
タイムの就労意向を聞いていなかったが、今回
から、父母、就労形態問わず意向を確認
②転職や退職に加え、雇用形態等の変更の意向
があるかも追加で確認
③「希望はあるが実現の見込みはない」の選択
肢を削除

10 3

（母親が「以前は仕事をしていたが、
現在は仕事をしていない」「これまで
に仕事をしたことがない」と回答した
人）
就労希望
　・１年より先に就労希望の人は、就
労時の子どもの年齢
　・すぐ、１年以内に就労希望の人
は、希望する就労形態

〇

選択肢３「すぐにでも、もしくは１年以内に就
労したい」人に聞いていた、希望の就労形態
（フルタイムかパートタイムか）の質問は削除

10 4

（母親が「以前は仕事をしていたが、現
在は仕事をしていない」「これまでに仕
事をしたことがない」と回答し、「今
後、就労意向がある」と回答した人）
就労を希望する理由
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項目 問 令和3年度　調査項目（案） 国共通 H30年度からの変更点

10 5

（母親が「以前は仕事をしていたが、
現在は仕事をしていない」「これまで
に仕事をしたことがない」と回答し、
「今後、就労意向がある」と回答した
人）
就労希望があっても、現在働いていな
い理由

選択肢の追加「６．自分の健康上の問題で働け
ないため」、「８．家族や親族の介護や手伝い
が必要なため」

10 6 全
小学校入学前後1年間の母親の離職の経
験

10 7
（小学校入学前後1年間に「仕事をやめ
た」と回答した人）
仕事をやめた理由

D 放課後
の過ご
し方の
現状

11 全
放課後の時間の過ごし方の現状、行先
別日数/週

〇

E 放課後
の過ご
し方の
希望

12 全 小学校１～３年生か
調査対象を小学校6年生まで広げたため、低学
年と高学年で質問を分割

12 1

（「小学校１～３年生である」と回答
した人）
低学年のときの放課後の時間の過ごし
方の希望、行先別日数/週

調査対象を小学校6年生まで広げたため、低学
年と高学年で質問を分割

12 2

低学年で（「学童クラブ」の利用意向
があると回答した人）
平日、土曜日、日曜日・祝日、長期休
暇中の学童クラブの利用実績および希
望、時間帯、長期休暇中の場合は日数

調査対象を小学校6年生まで広げたため、低学
年と高学年で質問を分割

12 3

低学年で（「学童クラブ」、「民間の
学童・放課後預かりサービス」の利用
意向があると回答した人）
利用したい理由

調査対象を小学校6年生まで広げたため、低学
年と高学年で質問を分割

12 4
低学年で（「児童館」の利用意向があ
ると回答した人）
利用したい理由

調査対象を小学校6年生まで広げたため、低学
年と高学年で質問を分割

12 5 全
高学年のときの放課後の時間の過ごし
方の希望、行先別日数/週

調査対象を小学校6年生まで広げたため、低学
年と高学年で質問を分割

12 6

高学年で（「学童クラブ」、「民間の
学童・放課後預かりサービス」の利用
意向があると回答した人）
利用したい理由

調査対象を小学校6年生まで広げたため、低学
年と高学年で質問を分割

12 7
高学年で（「児童館」の利用意向があ
ると回答した人）
利用したい理由

調査対象を小学校6年生まで広げたため、低学
年と高学年で質問を分割
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項目 問 令和3年度　調査項目（案） 国共通 H30年度からの変更点

13 全
子どもが放課後過ごす場所として重視し
ていること

選択肢の追加「16.家や学校に近いこと」

F 病気や
ケガの
時の保
育

14 全
この１年間、病気やケガで学校を利用
できなかったことの有無

〇

14 1
（利用できなかったことが「あった」
と回答した人）
対処方法別　日数/年

〇

14 2

（利用できなかったことが「あった」
と回答し、「母親や父親が仕事を休ん
だ」「親族・知人にみてもらった」、
「仕方なく子どもだけで留守番をさせ
た」と回答した人）
病児・病後児の保育サービスの今後の
利用希望の有無
　・希望の日数/年

〇

G 災害時
につい
て

15 全
災害時に家族以外に手助けをしてくれ
る近所の知人・友人の有無

①設問を１問に変更
②祖父母等の親族・知人・友人に修正

H
16 全

この１年間のファミリー・サポート・
センター事業の利用の有無
　・利用した場合は、日数/年

〇

16 1

（「知っているが利用したことはな
い」、「知らない」と回答した人）
今後の利用希望
　・利用したい場合は、日数/年

〇

17 全

この1年間、保護者の状況により、泊ま
りがけで家族以外に子どもを預けなけ
ればいけなかったことの有無
　・対処方法、対処方法別の泊数/年

〇

I 子育て
全般 18 全 子育てについて楽しいと感じる程度

選択肢を目盛りに修正

19 全 子育ての心配ごとや悩みごと

①選択肢を修正「４．子どもにとって望ましい
学校、習い事等の選択」
②選択肢の追加「12.家族や配偶者・パート
ナーとの関係 」「14．新型コロナウイルス感
染症に子どもや家族が感染すること」「15．
家庭内での感染予防対策」「16．子どもが
通っている学校等での感染予防対策」「17．
保護者が感染した際の対応」

20 全
子育ての心配ごとや悩みごとの相談先
　・相談できる人がいない場合は、ど
んな相手や環境であれば相談したいか

〇
「相談できる人がいない」と回答した人への質
問の追加

ファミ
リー・
サポー
ト・セ
ンター
事業の
利用
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項目 問 令和3年度　調査項目（案） 国共通 H30年度からの変更点
21 全 相談できる事業や窓口の認知度

22 全
子どもが成長するうえで大切だと思うこ
と

23 全
子育てをするうえで足りていないと感じ
ること

24 全 普段の子どもとの関わり方

25 全
第1子が生まれる前の子どもの世話の経
験の有無

26 全
地域の子ども・子育て支援への関わり
意向の有無

質問文の修正

J 27 全 子どもからみた続柄
28 全 年代
29 全 現在の場所での居住年数

30 全
家族や親族の中で介護を必要とする人
の有無

30 1
（家族や親族の中で介護を必要とする
人が「いる」と回答した人）
介護の頻度

31 全 世帯収入

32 全
世田谷区を子育てしやすいまちと感じ
る程度

選択肢を目盛りに修正

◆ 全子育てに関する意見〈自由回答〉

回答者
の属性

K 世田谷
区での
子育て
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